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国

固

,
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
'

で
公

開

質

問

都
合
に
よ
り
三
月
八
日
号
を
休
刊
に
し

医
学
鄙
本
科
一回
生
が

ま
し
た
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。
な

医
竃

本
登

星

は
九
日付
で
・医

お
、
以
降
は
些

同
発
行
に
督

ま
す

蓄

教
饗

な
ら
び
に
学
饗

に対

が
四
月
の
嬉
一週
は
休
刊
の
予
定
で
す

し
、
三
項
目
八
ケ
条
の
公開
質
題
状
を

京
都
大
学
新
聞
社

石
し
た
。

賀
間状
に
よ
る
と
(一)
教
育
目
標

一般
に
っ
いて
(二
)
臨
床
医
学
教

青に
っ
いて
(三
)堪
礎
医
学
教
育

つ
い
逐
八
力
条
か
ら
な
る
、
医
学

部
カ
リ
キ
ュラ
ム
改
編
に
つ
い
て
の

質
聞
が
L
で

医
学
都
学
生
の
経
噺

負
担
増
加
な
ど
が
招
抽
さ
れ
て
い
る

「
反
対
闘
争

の

き
た
昊
鶴
ア
ジ
ァ
研
究
セ
ン
守

難
騨
錨
糠

"春

の
学

会

"
は

じ

ま

る

日
本
神
経
学
会
で
大
人
マ
ヒ
に
取
組
む

9肴
の
学
会
阿
の
ト
ソプ
を
切
って
、
日
本
神
経
掌
会
(会
長
・前

川
孫
二
郎
京
大
教
授
)
の
第
六
回
総
会
が
五
日
か
ら
七
日
ま
で
京
都
会

館
で
開
か
れ
、
九
百
人
あ
ま
り
の
医
学
者
が
出
席
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マは
近
年
、
新
ら
し
い
病
気
と
い
わ
れ
て
い
る
お
と
な

の
神
経
マヒ
を
め
ぐ
って
、
巣
大
脳
検
、
限大
前
川
外
科
な
ど
が
臨
床

例
を
発
表
、
δ
議
を
お
こ
な
っ
た
。
な
お
前
川
Aプ長
は
こ
の
病
嬬
に

「伝
染
性
索
せ
き
ず
い炎
」
と命
名
し
て
閉
会
。

日
本
リ
ュ
ー
マ
チ
学
会
厚
生
省
に
要
望

日
本
リ
ュー
マ
チ
字
会
(会
長
・前
川
孫
二
郎
京
大
教
授
)
銑
九
回

総
会
が
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
.凪都
会
鋸
で
開
か
れ
た
。

全
国
の
大
心宝
病
院
か
ら
内
科
、
整
形
外
科
医
な
ど
約
九
百
人
が
参

加
し
二
日
間
に
わ
た
り
、
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
議
ー
ム
が
行
なわ
れ

次
回
の
当
番
校
に
は
、
北
大
が
選
ば
れ
た
。

総
会
二
日
目
は
「リ
ュ
ー
マ
チ
性
の
心
蔵
病は
学
童
期
に
感架
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
リ
ュ
ー
マ
チ
予
防研
究班
(仮
称
)
を作
り
、
将

来
は
学
童
検
診
を
目
指
す
」
と
障
生
省
に要
囁
す
る
こ
と
を決
め
た
。

==
京
大
人
事
奮

西

昇
任

農
助
教
授

長
堀
金
遣
(農
講
師
)

三餌
曳麗
教授

川

瀬
恒
男
(農
助
教
授
)

薬
助
教授

輿
崎
規夫
(阪
大
理
助
手
)

工
教
助
教
授

西
之
園
晴
夫
(コ
教
助
手
)

併
任

評
議
員

檀
竹
久
雄
(ウ
ィ
ル
ス研
教
授
)

工
宇
研
蜀
所

教
授

水
料
篇
郎
(丁
教
授
)
教
養部
教
授

山
田
肇
(医
教
授
)

池
田
血
(教
教
授
)

防
災
研
教授

一
戸時
雄
(埋
教
授
)

学
生

部
長

山
岡
亮
一
(軽
教
授
)

採
用

農
助
教
授

田中
孝

防災
研
助教
授

野
申
幕'二
届

≡
海
外
出
張
§
鷺

▽
佐
藤
俊
(工
教
授
)
40
・
3
・19
～
40
・4
・3

職
鰹
性
質
お

よ
び
伝
熟
に
関
す
る
研究
とプ
ラ
ハ
で開
か
れ
る
国
際
蒸
気
性
質
会
議

国
際
フ
ォ
ー
ム
レ
ー
シ
ョ
ン
委員
会
に
出
席
の
た
め
チ
ェコ
ス
ロ
バ
キ

ノ

ア
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タリ
ア
へ
▽長
谷
川
浩
(農
教
授
)
40
・3
。22

～
40
・6
・
21
作
物掌
の研
究
と作
物
裁
培
事
情
の
研
究
の
た
め
米

国
、
イ
ギ
リ
ス
へ
▽
柴
田実
(教
穫
教
授
)
40
・3
・22
～
40
・5
・

15

欧
米
の
大
学
にお
け
る
一股
教
育
の
調
査
研
究
の
た
め
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
フン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
へ
▽
杉
原
彦

一
(農
教
授
)
40
・
3
・23
～
41
・3
・22

木
材
切
削
に
関
す
る
耐

究
の
た
め
西
ド
イツ
、
ス
エ
ーデ
ン
へ▽
加
藤
勝
(理
助
教
授
)
40
・

4
・1
～
40
・
4
。17
カ
イ
コの
飼
育
生
理
に
関
す
る
研
究
な
ら
び

に
ベ
イ
ル
ート
市
で開
かれ
る国
際
絹
婁
掌
会
に
出
席
の
た
め
レ
バノ

ン
へ

　「
,

東
洋
学
文
献
セ

京
大
文掌
都
お
よ
び
人
文
料
掌
研
究
一所に
お
け
る
梨

洋
研
究
は
顧
欝
数
だ
け
で
も
金
国
最
大
を
誇
り
研
究
活

助
も
趣
め
て
樋
ん
で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
は
、
さ
6

に
二
つ
の
研
究
加
設
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り

こ
の

利
用
が
各
力
面
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は

こ
の
は
ど
四
十
耳
度予
算
の
制当
て
が

森

人
文
研
所
長

東
洋
学
の研
究
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る

文
献
ゆ藁
め
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

の研
究
者に
も
公
朋
す
る
「東
洋
学
文

献
セ
ン
タ
ー
」
が
京
大
人
文
研
に
設
け

故

ン
タ

E

人
文
研
全
文
献
を

蒋
銘
に

内
足
し
た
人
文
科
学
研
尻
所
付
属
策
洋
文
献
セ
ン
タ
i

施
設
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
去
る
三
十
一年
死
云
し
た
24
田
事元

叛
大
字
長
の
遺
志
を
つ
い
で

全
額
嵜付
金
で
建齪
中

の
囚
随
ア
ジ
ア
研
究
旅
殿
で
あ
る
。
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ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
か
ら
畢
巡

整
備
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
った
。

新
殺
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
は
、
人
文

研
の
威
霞
を
中
心
に
、
国内
にあ
る

文
献
の
す
べ
て
を
マ
イク
ロ
・
フ
ィ

ル
ム
に
お
さ
め
、
三
年後
に
は菓
洋

学
の
文
献
で
は
世
界
的
な水
準
に

す
る
と
い
う
樹
想
で
あ
る
。
閲覧
室

は
同
研
究
所
講
堂
が
あ
て
ら
れ研
究

者
が
必
要
と
す
る
文
献
は
マ
イ
ク
ロ

・フ
ィ
ル
ム
で
複
写
し
て
実
費
でわ

け
る
な
ど
研
究
者
の
た
め
のサ
ー
ヴ

羽
田
元
学
長
の
遺
志
実
っ
て
…
・・

イス
が
行
な
わ
れ
る
と
同
時
に
総
合

目
録
の
作
成
や
、
文
献
学
的
研
究
も

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い
る
。

森
塵
盈人
文
薪
所
長
の
話

東
洋
茎
一

献
セ
ン
タ
ー
の
構
想
は
、
わ
た
く
し
が

三十
八
年
に
所
長
に
就
任
し
た
時
に
述

べた
抱
負
だ
った
の
で
、
実
現
の
メ
ド

が
っい
て
非
冨
に
う
れ
し
い
。
今
の
所

そ
の
予
算
額
が
は
っき
り
し
て
い
な
い

ので
、
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
何
と
も

いえ
な
いが
、
世
界
的
な
も
の
に
ま
で

広
げ
b
努
力
を
勅
け
る
つ
も
り
だ
。

ア 内
ジ
ア 陸

研
究
施
設

 

故
羽
田
亨
.只大
掌
長
が
生
前
望
ん
で
い

た
内
陣
ア
ジ
ア
研
究
施
設
が
、
故
人

の
友
人
の
蕎
付
を
基
金
と
し
て
娯
設
さ

れ
今
年
の
五
月
に
は
完
成
す
る
見
通
し

が
つ
き
、
圃
時
に
同
研
究
施
設
は
京
大

に
嵜
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
み
こ
み
で

あ
る
。

内
陸
ア
ジ
ア
研
冤
施
設
は
、
二
算
前

に
故
人
の
一友
人
が
「京
大
に
内
陸

ア
ジ
ア
研
究
施
設
を
・」
と
一千
万

円
を
文
掌
鄙
に
寄
付
し
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
なり
、
他
の
一財
界

人
か
ら
五百
万
円
の
寄付
、
内
部
施

設
、
装飾
三百
万
円
の寄
付
に
よ
る

合計
千
八乃
円
の全
額
寄
付
の
⊥製

で
建
設さ
れ
る
え
とに
な
った
。
文

学
部内
に建
設
委員
会
が
設
け
ら
れ

井
上
智
勇
同
字
都長
が
委
員
良
とな

り
、
建
物
の設
計
は
嗣
田
友
也
京
大

τ学
部教
授
(建
築
意
匠
学
)
が
担

当
し
た。
同
施
般
は
、
初
め
京
大
構

内
に
建
て
るよ
う
努
力
が
砒
け
られ

州
、
ト
ル
ヰ
スタ
ン
な
ど各
地
方
の
歴

史
を
研究
す
る
こ
と
とな
って
お
り
運

宮
方
法、
組
繊
、
研
究
計
画
は
建
物
が

完成
し
てか
ら
行
な
わ
れ
る
も
よ
う
で

あ
る
。

故
羽田
学
長
夫
人
は
い
ま
病
床
に
あ

り
、
実
子
の
羽
田
実
教
授
夫
羨
も
パ

リ
日
本
鯖
餌
長
と
し
て
勘外
に
あ
る

「お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
昭
和
三
十
㎝年

に
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、。田
村
実
遣

教
授
(文
か蔀
)
が
中
心
に
な
っ
て

い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

四
月
完
成
の
予
定
が
ち
ょ
っ
と
埋
れ

そ
う
で
心
配
で
す
」
と
撮
族
で
は
い

っ
て
い
る
.

「ポ ポ ロ事 件

の会」が声明書
lI川II■■

藁
京
大
学
の
公
認

の剥
団
「ポ
ポ
ロ

　の演
劇
発
表
会

に
淑
名
の
私
服
警

宮
が
硝
入
、
発
見

し
た
学
生
達
に
暴

行
を受
け
た
と
い

う
、
いわ
ゆ
る
,

も

た
が
、
適
肖
な
敷
地
が
な
く
、
故
羽

田
学
長
家
の
土
旭
(北
区
大
宮
田
尻

町
五
二
)
の
從
供
を
受
け
る
こ
と
に

な
って
、
同
地
に
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
った
。
去
年
十
一月
に
工
事
が

着
エ
さ
れ
、
鉄
筋
一階
建
の
建
物
(

約
三
,白
三
十
些
方
層
)
が
五
月
に
は

完
成
す
る
遇
び
と
な
った
わ
け
て
あ

る
。

同
研
究
.ぬ
殻
は
羽
田
、陶念
朗
と
呼
は
れ

今
彼
、
内
陣
ア
ジ
ア
の
チ
ベ
ソ
ト
、
満

4董
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実質競争率3.0倍 に

ら禁 発表は17日 か

 

れ
た
。
今年
の
受
験
生は
、
来
年
か
ら

いわ
ゆ
る
戦
後
の
,ベ
ビ
ー
・ゾ
己

ム
σ
の落
とし
士
の急
増
期
に
あ
た
る

た
め
、
例
年
に
比
べ
て
努
喚
し
て
い
た

トへ2
しあ
った
9

醜
争
率
は
ほ
ぱ
例
年
並
み
"L、
.
レ

デ
百
二
人
の
募
集
八
畏
し
対
し
、
し

午
六
白
七
人
が
応
昇
、
争
字
那
の
平

偽鞭

嬰
砦
凝
爺
叛わ
[

やつと入試が終わつ寛=工 学耶試験場(立命大)で5日

 

し
か
し
武
験
当
日
の
三
日
問
を
垣じ
て

ハ首
ハ十
四
人
が
欠
胤
、
最
終
純争
率

は
二
・○倍
と
な
った
。
各
し
酪別
実

質
競
箏
率
は
次
の
遮
り
。

▽
又
学
都
四
・
二宿
▽教
肯
学
部
五

・九
信
▽
法
字
渦
二
・し
悟
▽
涌
済
争

齢
二
・妬侶
▽凹

曲
一・
ハ信
▽
医

学
部
三
?八
悩
▽
楽
寧都
二
。九
階
▽
一

工
学
部
二
・四
悩
▽
農
学
鄙
三
・
一憶
一

昨
秋
に
は
、
以
大
の
入
誠
間
㎎
を
印

刷
す
る
某
刑
務
所
か
ら
問
題
用
紙
を
薙

み
出
し
て
、
受
緊

に
売
0
つ
け
よ
う

と
す
る
ワ陰
課
あ
が
発
寛
す
る
な
ど
、

話
髄
を
伎
げ
か
け
に
が
、
厩
験
生
は
黙

々
と
間
萌
に
取
り
組
ん
て
い
た
。
よ
π

底
冷
え
で
知
ら
れ
る
暴都
て
、
付
3
除

い
の
母
親
た
ち
は
枚
庭
て
寒
さ
に
剛
λ

な
が
ら
、
我
が
ト
の
～口格
を
祈
る
風
景

も
、
い
つ
の
ま
に
か
魍
例
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
い
、
今
年
も
多
く
の
父
兄
が

心
配
そ
,に
立
た
ず
ん
で
い
た
。

出
題
さ
れ
た
問
題
は
、
例年
の
よ
つ

に
一般
則
に
子
場
で
あ
り
、
蘭
枚
の

教
姓
吋
自か
52逸
な
い
よ
つ
に
と
'9

る
人
㌔
側
の
配
慮
が
つ
か
かわ
れ

た
。

入
.画答
梨
の尿
目
は
議
膜
め
け
の
ハ日

か
ら
九
た
ちに
各
馬
協
て
はし
め
り

れ
、
十
二日
ま
て
に
夘
ど
が
採
点
作
装

を
終
乳た
。
合
格
百発
衣
は
十
七
H
の

経
済
字
鄙
、
桑
マ
都
(午
槽
四
時
y超皮

切
り
に
二
十
一日
の
「
7部
ま
て
各
与

部
別
に
行
な
わ
れ
命。

な
お
斌人
工
凡教
員
査
旗
所
で
は
、

先
月
二
十
日
に
応
募
を
締
の
っん

が
、
百
二
十
人
の
募
纂
人
員
に
訂

し
、
百
十
一人
の
応
み
し
か
な
く
矩

員
に
袖
泥
な
か
っ
た
た
め
、
締
切
り

を
、、「月
十
九
目
ま
⊂
処
期
し
左
。

ポ
沢
ロ
事
件
8
の被
告
の友
人
そ
の
他

て
紬
成
す
る
「ポ
ポ
ロ
亭件
の会
」
(

本
部
・干
忙
田
区
富+
寛
町
法
政
大
内

)
は
数
ケ
月
後
に予
想
さ
れ
る
判
決
を

削
に
し
て
能
月
初め
「戸明
」
を
発
衣

し
た
。

今
回
の
崩

で
は、
旧
一、
二器
の
判

決
を
強
く
支持
し
、こ
の
間
題
が
大

学
目
措
、堂
簡
の自
由
ば
か
り
て
な
く

思想
の自
由
、
冨
齢
、
集
会
、
鯖
社
の

自由
な
と田
憎民の
基
本
的
人
穐
一般
の

間
旭
に
ま
で璽
大
な
影
智
を
も
た
ら
す

も
の
とみ
て
、
今
後
の
裁
判
の
推
移
に

多
大
の
関
心
を
よ
せ
る
こ
と
を
國
氏
一

学
術
会
議
も
検
討
か

醐
駄
他
私
学

へ
も
拡
が
る
お
そ
れ

学
術
会
議
の
掌
同
、
思
想
の
目
田
委

員
会
(要
員
長
・暴
像
誠
也
粟
大
教

授
)
は
去
る
二
月
十
七
日
、
委員
会
総

会
を
協
き
「日
大
の
だ
想
に
あわ
な
い

か
ら
}と
酵
職
を
強
要
さ
れた
日
大
文

理
掌
都
数
学
科
の
い
わ
ゆ
る
」
日大
事

件
」
の
当
事
者
福
富
前
文
理
学
齢
助教

授
(現
東
玖
農
工
大
)
数
学
教
室民
主

化
小
憂
員
会
な
ど
か
ら
拳
件
の
あ
ら
ま

し
を
聞
い
た
。
こ
の
事
件
が
広
く
学

問
、
思
想
の
自
由
に
関
係
し
て
い
る
と

み
な
さ
れ
、
さ
ら
に
目
由委
で
は
秋葉

文
理
学
酪
良
か
ら
も
瓢情
を
聞
き
、
、

四
月
下
旬
の
学
術
会
設
蹟
の
総余
に
報

告
す
る
予
足
で
あ
る
、
日大
恥
件
に
対

し
て
は
、
数
学
者
四
十
人
が
発
起
し
て

「日
大
文
理
学
部
へ
の
批
難
お
よ
び
非

協
力
」
の
戸
明
を
昨
年
十
月
に
行
な

い
、
声
胴
を
支
持
の
画
各
が
樂
め
ら
れ

た
。
京
大
の
鍍
学
闘
係
者
は
巷
干
を残

し
て
戸
崩
文
を
支
持
し
全
國
的
に
は千

人
を
魁
え
る
晋
名
者
が
あ
っ
た
。

今
回
の
学
問
、
思
想
の
自由
委
員
会

の
検
討
は
、
問
題
の
所
君
を
閉
ら
か
に

し
当
単
者
の
反
省
を
う
な
が
す
と
い
っ

た
こ
と
し
か
出
来
な
く
、教
授
会
に
人

齢
硫
も
な
く
一,駅.r
肩ら
.臼と
パグ
ゥ

寸
フ
ノ
一公
議
」
と
い
つ
取
田昌
一氏

の
繭
演
さ
λ
政
治
的
と
'」囚で
は
間
聰

化
弓
る
と
い
⊃
]入
の当
両
に
とれ
ほ

ζ刎
甲ハを与
え
9か
は疑
同
視
奄れ
た

か
A一国
の
駁
㌘
占
の害
名
運
勇
を
契
機

一と
し
て
、
目人
を出
よ
つ、
日
人
に
は

徹
を
氷め
ま
い
と
いう
土、必も
あ
る
と

い
わ
れ、
ま
ん物
廻
㌘者
の
闘
て
も
箏

件
を閥
題
化
し
よ
う
とつ
る
勤
き
も
さ

り、
こ
の
弟件
の
与
え
た
影
鮮
は
大
き

い
。

字
侮全
戯
の
私
学
園
猟
の
㊧員
食
で

も
こ
の
恥件
を
仏ドf全
棒の
団
題
と
し

乱取
9
あげ
られ
42桓
似
も

日
大
事
件
と
は

U
人
事
件
と
L
日
人
肖
局
の
改
学
糾

助
教
授
な
ど
に
九
い
す
る
不
当
な
顔

職
強
隻
を
い
つの
こ
あ
る
が
、
こ
の

事
伺
の
提
は
甥
て
に
昭
和
三
ト
し
珂

十
一月
の
口
人
人
㌢
祭
か
ら
始
ま
っ

ご
い
り。
垣
田
U豊
名
人
教
授
の
パ

グ
ウ
ィノ
ノ
.天
(議
の

演̀
が
あ
っ

て
ての
い
や
が
ら
せ
み
た
い
に
し
て

』
疲
団
員
の
人
学
鉄
瓢
行
委
員
竣
に

バ
す
る
雛
打
事
伯
が
あ
る
。
こ
の
恥

ー、㌧築
て
砧
躍し
た
し八
・当局
か

ら
に
ら
まれ
た
の
が
、
福
冨
数
.乎科

助
教
授
以
下
の
四
氏
で
あ
り
、
昭
剤

三十
七
年
文
理
学
部
長
か
ら
四
氏
は

辞
願を
強
要
さ
れ
た
。

そ
の後
四
氏
は
戚
を
外
部
に
氷
め
、

柵
密
氏
は
東
京
農
⊥
大
、
銀
林
氏
は

明
大
に
就
版
が
内
定
し
た
の
で
、
禽

田
、
木
ド
両
氏
だ
け
が
日
大
に
残
る

こ
と
とな
った
が
、
不
当
な
取
り
扱

いを
受
け
た
と
い
う
。

ま
た
三十
八
無
三
月
に
は
進
歩
的
と

み
な
さ
れ
る
助
手
一人
と
非
常
勤
講

師
二
人
の解
艇
が
あ
り
、
同
年
十
一

月
に
は福
冨
氏
は
日
大
職
員
に
ょ
る

暴
行
を
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
間
塩
は
事
件
発
生
当
初
よ
り
数

学
界
で
は
問
題
化
し
、
三
十
九
鉢
に

纏
咽鍵
翻
議
瀦
舗
帥

委
に
お
い
て
梗
討
さ
れ
る
ま
で
に
な

った
。

し
か
U
、
こ
の
辞
絨
強
要
の
理
由
が

大
学
の
恕
想
に
合
わ
ぬ
か
ら
と
い
っ

た
ま
さ
に
靭
近
代
的
な
こ
と
が
正
当

と
み
な
さ
れ
る
日
大
で
の
嶺
件
で
あ

る
だ
け
に
今
伽
の
蜘
き
が
h
目
さ
れ

る
.

筆翻

新

寮

の
名

称

募

集

中

吉
暴

霧
循
舎
冶
田
漿
は
四
月
に
弟
一期
工

事
.炉
湘成
し
、
初
の
諭
入
漿
生
を
迎
え

る
耕
寮
(人
京
区
無
野
教
育
争
鄙敷
地

藤

森
・
奪

い
る
・
暴

籔
纏
舗
翻
鐸
L籠
灘

八
つ
字
疋
。
名
称
塚集
の締
の
は
A、月

中
に
と
占
田寮
は
呼
びか
け
て
い
勾。

駄教
授
会
ガ
此
春

寮
閉
鎖
を
撤
回

㎜転
賄
認
談
毒
臨
"強

て
同
寧
飾
の
字
生
溶
宿
舎
此
春
禦
(し

し
ゅん
り
ょう
、を
廃
止
す
る
こ
と
を

決
パし
た
が
、
漿
生
は
「此
春
寮
を
'V

る
よ
」
¢砧
成
し
て
廃
止
反
対
運
弼
を

進
め
、
去
る
二
十
三
、
二
十
四
日
の
両

日
、
向
橋
学
醜
長
ら
十
一人
の
教
授
と

.父
ゆ
し
κ
締
果
、
致
授
気
は
此
脊
寮
廃

止
通
召U
¢撤
回
し
た
。

,
邑".

脚

繋
輔

本社では第六回懸賞小説募案を行います。既成の観念にとらわれず、新しい視角
からこの錯乱の現代にアプローチする新人を登場させるというのがこの企圃の慧
図です.今は 「文字」氾濫の時代であり、また沈滞の時代でもあります。それだ
けに一層、新鮮な文学が要求されています。
過去五同の募集には、全国大学諾兄姉からの多数のご応募をいただきましたが、
前回は入越作なしという低調さでした。今回は昨年間様、・井上光購、野間宏両氏
に選者をお願いするζとになりました。踏兄姉の力作を期待します。

器

籠

嚢

 

鱒

・゚

氏
氏

晴
宏

光上
間

井
野

選 考

●=
"器
■"

◇応募資格 大掌、大学院に在学中のもの(学 外内を間わず)
未発表のものに限る

◇枚 歓400字 詰原橘用紙30枚以内
◇締 切 日 昭和40年3月末日
◇発 表 昭和40年5月下旬 本紙上
◇賞 金 入選(一篇)2万 円 佳1乍5千 円
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応

募

規

定

般
に
呼
ぴ
か
け
て
い
る
。

ポ
ポ
ロ
事
件
と
は

ポ
ポ
ロ
躬
件
は
、
昭
和
二
十
七
勾
二

月
、
粟
京
大
学
に
お
い
て
劇
団
「ポ

ポ
ロ
」
が
止
式
許
可
を
得
て
行
な
っ

た
演
劇
発
表
会
の
際
数
名
の
警
察
官

が
潜
入
し
、
学
生
ら
に
暴
行
を
受
け

警
察
手
鞭を
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
瞥
察
手
帳
か

ら
警
察
が
長
期
に
わ
た
っ
て
学
内
で

内
偵
。尾
行
・張
込
・身
兀
調
査
な

ど
を
行
な
って
い
た
事
実
が
明
ら
か

に
な
り
、
学
問
の
自
由
、
大
学
の
自

治
を
め
ぐ
っ
て
国
会
で
も
蔀
争
が
わ

な
わ
れ
た
。

警
寮
当
局
は
こ
れ
に
対
しハ
当
時
学
生

で
あ
っ
た
子
田
謙
威
、
欄
井
駿
平
の
両

氏
を
「暴
力
行
渇
等
処
罰
法違
反
」
谷

疑
で
逮
捕
し
兀
。
一、
二
番
の
痢京
魁

裁
、
棄
京
高
裁
で
は
驚
寮
活動
の
不
当

を
つ
き
被
佑
に
無
弊
の
判
決
を下
し
て

い
た
。
し
か
し
、
昭
利
三十
八無
五
月

、
畏
高
裁
は
一、
二
審
判
決を
破
棄
、

一鰭
へ
の
記
し
尻
し
を
行
な
った
。

今
同
の
走
し
尻
し
裕
で
は最
高
裁
の

指
揃
し
に
「敵
治
社会
酌
」
沽動
で

あ
る
か
、
ま
た
「公埆
」
の集
会
で

あ
っ
た
か
な
ど
が
問
題
点に
な
っ
て

学
生
処
分
を
全
面
撤
回

静
大

学

生

ハ

ン
ス
ト
を

ーこ
く

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
註
拠
調
べ
て

こ
れ
ら
が
白
足
さ
れ
、純
粋
な
演
劇

発
表
集
会
で
め
っ
た
こ
と
が
朋
ら
か

に
さ
れ
た
.
ま
た
、
東
京地
裁
の始

一回
公
判
に
よ
れ
ば
「最高
裁判
決

は
何
ら
下
融
拓
を
拘
束
し
な
い
}
な

驚

鰐

詫

髄
鞭

刻
梵

配

鱒

鵠

静
岡
八
写文
理
学
都
(醐岡
市
入
嵜
町
二
)
は
、
十
二
日
午
街
教
授
会
を
臼
き
、
さ
き
の
謬

会
で
状
めた
、
退
学

をも
含
む
十
三
人の
写
生
処
分
を
全
面
磁
回
す
る
と
い
,異
例
の
円
ノ御処
醗
を
決
冠
し
た
。
こ
の
伏
短
で
早
生
四人
は

ハン
ス
ト
鰻
勢
、¢と
い
た
が
∬仰
秀
寮
串
件
白
は
こ
れ
で
塀
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

璽

隻
崇

で
は
元
旱

日
漉

分
は
H
共
の
セ
ノ
ト
佐
の
響

八
日
の同
学
恥
字
生
自
治
会
の
ス
ト
フ

イ
十
に
対
し
、
学
生
四
人
の
越
写
、
h

人
の
無納
停
.J、
四
人
の
7
都
短
伐
告

の
へほ
処
分
を
決
め
公
訊し
ん。

こ
の,〈ト
ノィ
キ
に
、
卿
・部
'4

寮
「仰
秀
驚
」
(層
白
八
ー
欠
)
の

圧
人の
駄事
婦
の
,ち
、
一人
か
や

め
た
た
め
漿
生
佃
て
は
、
新
し
・＼肛

う
抵
単
揚
の
質
用
も
百め
、
71人
ガ

の
買川
を
全
御争
枚
街
が
貝
川
す
る

よ
う
蜜
求
し
冗
か
、
こ
れ
に
可
し
子

校
納
て
は
晩
ノqの
丈
品
省
通
達
の

「受
益
者
負
担
の
涙
則
」
を
女
アに

し
て
拍
眉し
L
た
め
行
な
わ
れ
た
も

の
.

今
国
て
も
㎞
打
の
,残
翼
教
授
～r

(日
共
恥
)
て
知
ら
れ
、
戦
授
一曳
も

㌢
与
.運勤
に
河
づ
る
弾
崖
を
竹
な
わ
な

か
,た
教
授
氏
が
、
こ
の
よ
う
な
人
量

処
分
を
行
な
っ
た
こ
と
は
板
処
分
㌢
生

の
全
貫
が
、
い
わ
ゆ
る
反
日
共
系
学
生

沽
動
家
(社
学
同
マ
ル
戦
派
糸
)
ご
あ

る
こ
と
、
よ
た
》
生
人
・、Aの
決
力
に
睡

つ
く
自
個
んムの
ス
ト
て
あ
る
に
も
か
か

わ
り
ず
、
自
償
∴
双
わ
鄙
(日
八
"
艮

"派
)
の
凸・妬
に
月
し
て
は
甲
占、
り双

な口必
分
に
帽
k
!
起こ
と
な
ど
か
り
、

緊
急
教
授
会
を
響

、
去
。
夏

-

あ
。
と
の
崖

・
各
方
面
・
ら
の
非

難
の

ト
が
上
が

,
て
い
る
。

こ
の
処
分
に
刈
し
'+
生
側
で
は
旺
ち

に
反
刈

打
呵
を
行
な
い
、
二
卜

　
口

に
は
教
綬
'、、と
の
国
体

X
沙
、
さ
ー2

に
1
人
の
7
牛
は

ハ
ン
.パ
ー
に
八
9

ま
ん
処
分
㌔
俳
の
丈
兄
も
↑
貝
、
㌧

校
側
の
姑
分
は
・介
ヨ
で
あ
る
と
し

て

処
分
通
山
"
の
受
げ

取
り
を
把
臼
し

た
。
な
お
、
ハ
ン
ス
ト
に
は
い
っ
た

ら
生
は
二
Lr
四
日
伐
ま
で
に
全
域

が

虎工
腹
と
弛
労
の
た
め
救
急
噂
な

ど
曽L

病
臨
に
か
つ
さ
込
よ
れ
た
が
、
断
た

に
四
八
逆

ハ
ン
.〈ト

に
は
い
っ
て
い

た
。

今
週
中
に
も
内
定
か

教
育

学
部

移
.転
も

か
ら
む

動
は
正
当
で
合
法
で
あ
り
、
そ
れ
を

摘
発
し
た
学
生
の
行
為
は
悪
質
な
暴

力
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
、
千
田
、

福
井
両
被
告
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
懲
役

十
カ
月
と
八
カ
月
を
求
刑
し
て
お
り

今
後
の
判
決
公
判
に
お
い
て
も
楽
観

が
話
さ
れ
な
い
。

編
集
部
の
お
答
え

露
繊
麟
罐
鞠

讐

究
所
の
記
事中
、
左
配
のよ
う
な
単実

誤
認
が
あ
った
ので
訂
正
す
る
とと
も

り

に
、
資料
整
理
の不
届
き
、
そ
の
他
の

事帽
によ
り
読
省
諸
兄
姉
、
関
係
者
諸

氏
に
迷惑
を
お
よ
ぼ
し
た
こ
と
を
お
詫

びし
ます
。

今
年
↓
四十
ヰ
度
に

産
業
部
門
↓
詳
画
経
幽

最
後
の
二都
門
↓
地
域
髭
め、
資
源

締
済
の
三、
四
部
門

森
口親
司助
手
↓
棘
口親
司
助
教
授

運
営
協
議
会
↓
協
議
委
員
会

立
案
は
研
究所
か
㌻
鄙
かが
↓
立
榮

は
研
冤
所
が

一人
↓
二人

こ
と
に
な
「
てお
り
↓
こと
も
あり

く
補足
V

(
一)学
部
と研
究
所
と
の間
で
は
、

人
る
父
流
と
い
つ点
で
はそ
れ
ぞ
れ
が

工
張
す
る
こ
とに
十
離
が
見
ら
れ
る
。

即
ち
勧
痛所
員
を
選
足す
る
際
、
産
業

構
危
、産
業
比
敷
の
一、
二
齢門
の
喧

仕
者
が学
毒外
に
存
在
し
た
故
に
初
段

階
で
は学
削外
の所
員
を
迎
え
、
次
段

幽
(三
、
匹邪
門
で
)
で
は
人
事
父洗

と
い
う点
か
り字
鄙
囚
よ
り
選
ガ
す
る

と
いう
字
鄙
と、
字
鄙
外
で
勘貞
選
短

を
ダ
る
と
いう
樹
究
所
との
⊥
鰻と
の

陶
にお
ける
,てれ
で
あ
る
。

(二
)協
戯委
員
会
に
お
け
る
∫部
教

授
と研
先
所教
授
と
を
兼
ね
る
併
任
教

畳
の
44
呵な
東碑
づ
.Φも
の
(例
え
は

憐
例
と
か、
慣
習
と
か
)
は
な
いと
学

命
ご
は
凸し
.」いる
。
一力
研
蝿
は
、

俳
托
教
長
は
儲究
所
佃
に
》
,の
を
偵

例
こし
二
いる
.こ
こ
に
㌦
ら
れる
.夕

晒は
、侮
仔
教
教
の
瞠
昧
b吃
"四
し

こ
い
々
も
の
こ
い
λ
る
。

〔
一)協
議
会
貝
会
は
、
惚
かに
形
式

則
なも
の
.Lは
あ・
、9が
、
最
知剛決
議

熾
関
とし
」
15在
し
ご
い
Q以
ヒ
ての

竹右
恵
競は
十
竹陶
わ
れ
ね
ば
な
りな

い
、
それ
は
ノ
カ
デ
、、ズ
ム
と
いう

面
こ
λ
のよ
い
苔
附
の
ソ
.[ール
て
撹

わ
れ
た、
封
炉
的
遺
制
を
も
つ日
み
の

人
'
に
丁5け
勾、
庶
㈱
的
占、精
力
通
達

機
関
二し
て
り
石肴
津義
を
b同
わ
し

の
匂も
の
ひ
あ
9、
尺
㌔
の
目
沿
・
しつ

間
の
目由
な
こ
の
埋
倉
と獅
園係
で
は

あ
り得
な
い
も
の
て
あ
.◇
。

へ四
)磁
実
な
こ
と
は
、
事実
誤
認は

あ
,
九
し
はせ
よ
、
ル
沢
に
述
へ
られ

た
鴨実
が
あ
,た
こ
と
丸
あり
、筆
占

がウ
ハで
軌
乳得
た
側
とし
て
の国几想

困
口為
の
衣
蛍
(㎡
い
に
75
ぎ
る
と
い

ー
し
-
も
あ
0得

勾)
」め
O
と
いう
一㎜

震
淑め魍
奮
雅
蠣
矯
進

几
け

レ
ωる

の

}
は
な

い
ヒ
い
り
こ
と

が
取鯨
把
鵬
響
艸湿

茸

二+
舌
付
ル
ポ
.学
部
と
研
占
然
誘

羅

設
の
充
実
と
覧

ぐ

ら
べ
た
場
合
、
判
然
と
し
て
く
る
.
今

年
の
五
月
に
'元成
す
る
予
短
の
内
陸
ア

ジ
ァ
研
究
施
設
は
紬
済
研
究
所
と
同
様

に
全
租
財
界
の
甫
付
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
π
、
大
学
に
於
け
る
学
間

研
究
の
体
制
を
顧
る
と
、
国
累
の
大
学

に
対
す
る
研
究
体
制
へ
の
援
助
は
き
わ

め
て
不
+
分
な
も
の
で
あ
り
偏
向
し
た

も
の
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
.
建
築
費

を
全
額
爵
付
に
よ
ら
ね
は
な
ら
な
い
研

究
者
と
嵜
付
は
す
る
が
そ
の
畜
付
に
種

々
の
思
惑
と
深
謀
が
禽
ま
れ
て
い
る
図

は
、
国
家
の
学
耐
政
策
へ
の
皮
肉
と
も

な
ら
な
い
衝
撃
力
の
欠
け
た
カ
リ
カ
チ

ュア
で
あ
る
。
こ
こ
で
国
家
の
学
術
研

究
政
策
の
鎮
困
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
経
済
研
究
所
の
閥
題
性
は
第
一

に
人
事
交
流
と
い
う
こ
と
に
華
ず
く

が
、
第
二
に
桝
究
所
を
建
築
す
る
の
に

も
、
寄
付
を
募
ら
な
け
れ
ば
建
築
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
凶
家
の
字
術
予
算
の

貧
弱
さ
で
め
っ
で
、
そ
れ
は
研
究
者
と

実
業
・財
界
人
と
の
納
び
つ
き
を
単
線

的
な
も
の
以
士
の
も
の
と
す
る
契
機
を

木
断
に
形
成
し
ζ
い
る
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

従
来
の
溺座
制
、
学
科
制
の
伸
を
超

え
た
共
同
研
弼
に
よ
る
新
し
い
学
問
の

分
野
の
囲
舛
、
キ
問
の
坦
求
は
研
先
所

と
い
う
形
態
の
けに
お
い
て
酊.翫で
あ

ろ
う
。
戦
後
二
+
勾
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル

と
す
る
甫
仲
の
戦
馴と
戦
後
の
黛
僑
対

照
衣の
樹
奴
が
、訊み
ら
れ
て
い
る
現
在

学
礎
A義
を
申
心
と
す
る
共
同
利
用
研

究
加
設
㎡
固
な
と
に
見
ら
れ
る
よ
っに

従
米
の
入
解
同
の
セ
ク
ソ
4
ナ
リ
ズ

ム
、
閉
鎖
仕
を
打
破
す
る
動
き
は
↓
分

に
め
る
。
'～備
の
分
野
に
お
け
る
.子歯

休
制
の
掬
編
成
は
人
与
賦組
な
ど
の
問

題
を
も
言
み
、
戦
後
の
教
円改
此
の
ワ

ン
・サ
イ
7ル
.r了
を
小し
て
い
る
と

も
い
え
よ
う
。
そ
の
瘤
昧
て
、
㌧†諦
と

肋
究
所
と
の
対
V
を
閉
ら
か
に
す
る
こ

とは
、
巨
視
的
に
日
本
の
字術
体
制
の

一側
面
を
切
開
す
る
こと
と
な
り
、
微

視的
に
は
、
学
跳
と
研
究
所
の
本
来
の

在り
力
を
把
え
る
こと
に
な
る
だ
ろ

う。
そ
し
てま
た
学
問
的
成
果
を
社
会

に遠
兀す
る
こ
と
は
人
字
の
自
治
・学

問
の自
由
を
代
償
と
男
る
危
険
な
交
渉

を
避し
て
の還
ル力
紘
の
み
が
可
能
で

あ
る
の
か
ど
う
か
追
泳
す
る
こ
と
に
な

る
であ
ろ
つ。
こ
う
し
た
作
叢
と
検
離

を通
じ
て
、
理
含
と
し
て
の
大
学
自
治

・ソ
間
の
目由
遊
虚
像
か
ら
災
像
へ
と

転
嫁
せ
し
め
る
寒
機
を
斡
り
出
し
得
る

のて
は
な
いか
と
鮒
わ
れ
る
。
(N
)

寮予算

第
一期
工
暗
が
夘
ん
ど
元呪
し
兀
教

い
う
予
測
も
な
さ
れ
る
明
月れ
も
あ

育
字
都
新
校
.,へ
の
孜
甫
宇
踊
肺
設
本

る
。

鄙
秒
肱
は
、
熊
野
新
貰
の
G
穣
予
算
教

い
す
れ
」
せ
よ
、
教
一㌧
レq
が
一鰯

膚
字
勧
二
瘍
工
事
費
獲
得
が
人
、目に
さ

r
事
て
允
戊
し
L
新
板
喬
に
拶
転す
る

て
い
る
埠
舶
、
四
十
隔展
予
算
の
沢
冠

こ
と
を
拒
ま
な
い
轟
を
め
きら
か
にし

'付ち
と
い
,状
嚥
を
蔚
し
て
い
る
。

て
い
る
以
ナ
、
人
学
当
周
が
、
C
棟予

既
報
の
廻
り
熊
野
訴
寮
の
C
棟
の
f

鉾
を
詐」Lし
、
教
育
㍗
齢
一捌
丁
扇
貿

算
が
搬
得
さ
れ
れ
ぱ
、
教
ほ
争
勘は

を
碓保
り
.勾な
ら
ば
、
新寮
同
鯛
と
瓢

必
黙
的
に
汐
転
は
せ
ざ
,勾を
得
な
い

自
箏
部
移
恥
は
好転
す
る
と
いえ
てう

"難
跳
額
彊

罎

現
冶馨
舞

 
4
慢
チ
触
ぐ
り-め

6,れ

な
い

」
こ
に

得

が
、
困
卿

}κ
と
い
う
硬
階
ご

あ
,

ほ
れ
ば
、
数
、

φ
偏

」
も

制
仁
、

〃

戸

乱
拶

略
は
、

な
お
妾
少

の
h

同

移
,
、に
♪
い

」
の
㌧

、を
、∬
」
勺
二

リ
ガ
す
も
の
し
り

ら
れ
る
。

訂
書

渥

薩
滋

膿

灘

「現
代
暫
字
の
請
問
題
」
に
っ
い
て
、

訳
者
の
高
原
宏
半
氏
か
ら
次
の
箇
所
に

余
り
が
あ
る
旨
連
略
が
あ
り
ま
し
た
の

で訂
正
し
ま
す
。
}月
二
血
日
岩
(二

段
目
)
ピoげ羅
口↓
ピ
¢プ剛o
(同
)

エル
ン
ス
ト
、
フ
ロ
ソホ
↓
エ
ル
ン
ス

ト
・プ
ロ
ソ
爪
(五
民
目
)
ま
た
こ
の

実
践
理
性
と
観
照
的
理
性
を
…
↓
ま
た

こ
の
笑
践
的
理
材
に
た
い
し
て
歴
更
的

理
性
が
優
位
に
Ψ
つ
こ
と
て
あ
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
て
ね
、
実
践
的
理
性
と
…

二
月
}日
ぢ
(三
段
目
)
一八
二
八

年
↓
一八
一八
年
(四
段
目
)

圏㊦國昌①岡じ03
ひ凶暑
剛口

↓
触①h昌O=5
N診齢凶謡
h口

9
=》Q礪φコ
訂
暑
圖5

↓
釦9
昌O凶ひ冨
寓
≦'琶

專

2
疑
曾
飼

↓
℃N鷹

誠
弄q5

ー

●2
0

騨
〈
敷
治
V
と
い
う
も

の
が
意
議
の
空
間
か
ら

遼
く
退
い
て
し
ま
う
と

眉
考
は
〈
政
治
〉
を

支
え
て
い
た
ウ
ラ
目
の

地
層
へ
と
興
味
の
鎖
域
を
移
動
し
て
い

く
も
の
ら
し
い
。
ひ
と
つ
の
政
治
的
「

決
断
」
の
裏
に
は
、
予
顔
も
さ
れ
な
い

よ
う
な
「帯
域
」
を
も
っ
たと
と
ぱ
と

こ
と
は
に
な
り
な
い
悶
え
の
よ
う
な

も
の
が
あ
っ
た
:▼
学
生
を
欝

使
節

と
し
て
騨
国
に
派
遣
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
オ
リ
ユ
ン
∫
ー
シ
ョ
ン
が
一

週
間
に
わ
た
っ
て
も
た
れ
た
。
外
務
省

の
役
人
が
き
て
、
日
韓
交
渉
の
各
項
国

こ
と
に
説
閉
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
旧
々
の
雌
浩
の
推
移
の
な
か
で
、

微
妙
な
ニ
ュ
γ
ン
ス
を
含
ん
だ
谷
い
方

を
す
る
と
き
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
椎

名
外
相
の
乞
弁
と
同し
で
す
が
…
こ
こ

か
ら
は
私
見
で
す
が
…
と
い
うよ
う
に

▼
こ
こ
に
学
生
の
黄
閲
が
か
ら
み
あ
う

と
ま
た
興
味
あ
る凶
武
が出
来
上
る
の

で
あ
っ
た
。整
序
へ
の
芯
向
と
い
う
慧

味
で
、
あ
る
断
足
を
廻ま
っ
て
い
く
と

必
ず
軟
体
動
物
恥
な
こ
と
ば
のあ
や

で
、
ま
る
め
こ
ま
れ
る
か、
つ
きは
な

さ
れ
る
か
す
る
の
であ
る。
心
情
酌
な

わ
り
き
れ
なさ
が
、
こ
の
時
点
で敵

勘
に
姑抗
す
る
力
向
に動
く
か
、わ
け

が
わ
か
ら
な
く
て
U
を
つ
ぐ
む
か
と
い

う
刀
向
を
と
る
の
で
、ωった
▼自
民
党
.

某
代議
士
が
壬
宰
す
る
団体
に
「招
鵡

」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は、
多
く
の
混

乱
を
学
釜
に与
え
て
い
る
ら
し
い
。
日

く
、
政
鎌
甑
な
勘犠
はな
い
の
か、
発

肖
の
自
出
は保
障
さ
れ
て
い
る
のか
な

ど
と
い
った
、
山y
勘
の
規
疋
を
求め
る

よ
う
な
慣
間
を
詣
の代
議
t
先
生に
発

す
る
に
い
た
っ
て
は
、
話
に
も
な
ら
な

い
.
も
ち
ろ
ん代
議
†
先
生
、そ
の
点

は
寛
大
で
、
リ
ベ
ラ
ル
で佃
も
い
う
こ

と
は
な
い
の
て
あ
る
▼
〆ン
チ
・
クジ

イ
.、ク
ス
な
尽
都
の
ド
循
都
屋
から
、

い
っ
の
ま
に
か
人
東
泳
の
〈
政
治
の
瞬

台
〉
へ
と
引
っ
は
り
趨
さ
れ
ても
、
ど

う
に
も
興
の
醐
か
な
い
一遥
問
な
の
で

あ
ワ
た
。
久
し
ぶ
り
に
鼠
都
に
殉
っ
て

み
る
と
、
押
も
か
り
ら
ず
魑
向
だ
の
、

磐
節
κ
の
と
駁
ぐ
例
も
㎞
か
っ
ち
ゃ
い

な
い
政
治
屋
き
と
り
の
で
仁
も
健
厩
な

の
て
あ
る
。
そ
ん
な
瑳
中
に
は
自
民
寛
・

の
合
力
を
包
容
し
て
し
ま
う
よ
う
な
包

台
力
を
も
つ
よ
う
に
、
ア
ト
ワ
ァ
イ
ス
.

し
て
や
る
へ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

4朋
150円

中央公論社自然
核
爆
発
下

の
中
国
工
業

技
術

(轍
縷
撒
冊
圃
榊掴
騙
欄
鶴
糺
協
)林

克
也

新
大
陸
の
住
民
の
起
源
・盲
蘭
昌
一

黄

道

光
・田
鍋
浩
義

富
霧
瀟
礫
醐
翫
縮
襲
職
藤
課
肋
万

舌

の

研

究
・窪
田
金
次
郎

漁

船

の

遭

難

防
止
・大
沢
鋼
繭郎

■
雁
児
の
生
爾
を
維
持
す
る
試
み

タ
ンビ
エフ

圏
ア
ラ
ブ
寄
生
虫
旅
行

;
・
小
窩
義
孝

■
カ
ナ
ダ
国
立
科
学
研
究
所
…
:

雨
宮
良
三

■
登
頂
の
真
偽

・
…
…
:
ロゲ
ル
ギ
ス
ト

驕
紛
好
騨
ゆ
鍼
辮

齢州襖
蕗

.

顯響
叢
難
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

飯
田
清
悦
郎
著

新
書
判

二
三
ニ
ペー
ジ

ニ
八
()円

・早
50

企
業
競
争
・
出

世
競
争
の
内
幕

横
浜
瞠
立
大゚
学

経
済
学
部
長

長

洲

一

市
揚
拡
大
に
ず
べ
て
を
投
入
し
て
戦
う
企
業

昇
進

昇
給
に
し
の
ぎ
を
削
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

"
競
争
"は

否
応
な
し
に
人
間
の
生
き
方
を
変
え
て
し
ま
う
の
か

二

・評

「日
本
経
済
は
これ
で
い
い
の
か
」、い
や
、何
よ
り
も
私
た
ち
の
ρ人

間
"
を
ど
う
して
く
れ
る
」
1

こ
ん
な著
者
の
さ
け
び
声
が
紙
面
の

う
ら
か
ら
ひ
び
いて
く
る
。
現
代
ビ
ジネ
ス
社
会
の
文
明
批
評
家
と
し

て
、
私
は
V
・パ
ッカ
ー
ド
に
注
目
し
て
いる
が
、
よ
つや
く
日
本
の

パ
ッ
カ
ー
ド
が誕
生
し
て
き
た
こ
と
を
よろ
こび
た
い
.

D
・カ
ー
累
ギ
ー

田
甲鵬

∵
訳

新
薪
判
莫
、天
ペー
ジ

三
八
〇
円
・干
70

あ
な
た
も
人
前
で

臆
せ
ず
話
せ
る

ビジネス 。エリートはみん 鋏んでいる

エづゼクティつ
の　

10フ ックス
毎月25日発売/既 刊34点

会
議
、
説
明
会
、
結
婚
披
露
宴
・…
:
だ
れ
て
も
人
前

て
話
す
機
会
が
必
ず
あ
り
ま
す
。
雄
弁
術
は
い
り
ま

せ
ん
。
人
の
心
を
捉
え
る
話
し
方
の
総
合
技
術
で
す

競

争

経

済

⑳

時

代

日
本
的
経

営
の

探

求
二小 二矢
吾野 合野円豊 円誠

㍊ 瀦

 

日
本
の会
社
・日
本
の経
営

識註
触鵜

●
自
己
啓
発
の
た
め
の
読
書
案
内
膨

店
頭
には
出
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。億
庸
ま
た
は
本
柱

へ
お申
し
込み
く
だ
さ
い
。

A
5判
六
四
ペ
ー
シ

3

月
号

発

売
〃
"

毎
月
25
日発
売

一隼
六
〇〇
円

送
料
と
も

0447
噺
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合
埋
な決

断

竹
内
が
、
一九
六
〇
年
五
月
一九
日

の岸
政
檎
に
よ
る
安
保
単
独
採
決
に
い

き
どお
って
、
職
を
な
げ
う
った
と

き、
かれ
の決
断
の
勘
機
は
に
わ
か
に

理解
さ
れ
な
か
った
.
竹
内
に
懸
慧
碧

抱
く
者
から
は
投
機
的
な
売
名
行
為
と

非難
さ
れ
、好
意
あ
る
者
も
多
く
は
、そ

の動
機
の非
合
理
を
あ
げ
つ
ら
った
。

内
閣
総
理
大
臣
が
賑
法
の
眼
目
の
一つ

であ
る議
会
主
義
を
ふ
み
に
じ
った
以

上
、憲
法無
視
の状
態
の
下
で
公
務
員

であ
る
こ
とは
、
就
職
の
際
の
誓
約
に

そ
むく
から
辞
職
す
る
と
い
う
の
は
、

理由
とし
て合
理
性
が
よ
わ
い
。
竹
内

は
だ
れ
よ
り
も
ヒ
れ
を
汲
知
し
て
い

る
.非
合
理
的
な
決
断
の
衝
勤
が
理
性

を超
えた
の
であ
る
。

理
性
と合
理
主
義
の
名
を
も
って
他

人
の
苫動
に
し
め
ら
れ
た
情
感
を
、
非

合
理
な
る
がゆ
え
に
悪
し
き
も
の
、
危

険
な
も
の
と掬
弾
す
る
者
は
多
い
.
し

かし
、そ
ん
な
批
判
は
あ
り
ふ
れ
て
お

り
、決
定
的
な
瞬
間
に
お
け
る
人
間
の

決
断
の
エネ
ル
ギ
ー
に
た
い
し
て
、
ま

った
く
無
力
で
あ
る
。
な
ぜ
無
力
か
と

い
え
ぱ
、
かれ
は
台
理
への
僧
念
を
支

え
て
い
る非
合
理
的
な
エネ
ル
ギ
ー
と

い
う
も
の
に気
づ
いた
こ
と
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。

し
かし
、
こ
の鍔
合
理
な
エネ
ル
ギ

ー
は
、
個
とし
て
の人
間
の行
為
を
決

短
す
る
う
え
で大
き
な
は
た
ら
き
を
す

る
け
れ
ども
、
だ
か
ら
と
い
って
、
そ

れ
が普
遅
的
な実
在
で
あ
る
か
の
よ
う

に
か
ん
が
え
る
こと
は
、
に
わ
か
に
は

で
き
な
い。
さ
し
せ
ま
っを
た
状
況
の

な
か
では
、
人
間
の
行
動
を
き
め
る
非

合
理
と合
理
が
一層
み
わ
け
が
た
く
、

そ
れに
状
況
は
非
合
理
な
衝
鋤
で
あ
れ

昧
方に
宥
利
とあ
れ
は
利
用
せ
ず
に
は

お
か
な
い
から
、
ほ
ん
ら
い
個
の
側
に

属
す
るも
のが
、
普
遜
的
な
価
偵
を
も

つ
い
った
事態
が
箆易
に
生
じ
る
。

辞
職
と
いう
行
為
は
、
あ
く
ま
で
竹

内
と
いう
人
岡
の
特
殊
ケ
ー
ス
で
、

一
般化
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

竹
内
は辞
職
声
明
霞
で
い
い
、
他
の
折

に
も幾
度
も
く
り
か
え
し
こ
と
わ
って

い
る
。け
れ
ど
、
辞
職
理
由
を
ジ
ャ
ー

ナ
リズ
ムに
載
せ
、
そ
の
從
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の駐
文
に
は
こ
と
ご
と
く
応
じ

た
と
き、
竹
内
に
は
お
の
れ
一個
の
決

断
が、
個
人
を
超
え
た
な
に
も
の
か
で

あ
るこ
とが
肚
の
底
ふ
か
く
で
偏
じ
ら

れ
て
いた
に
ち
が
い
な
い
。

ろ
、
癌
図
よ
り
は
絶
事
がふ
か
か
った

と
お
も
わ
れ
る
。
竹
内
は五
月
一九
日

の
日
録
に
議
い
て
い
る
。

「
〈安
保
批
判
の
会
〉
の松
岡
洋
子

や
松
山
誇
三
は
国
会
内に
お
り
、
す

ぐ
声
明
を
出
し
た
。
;:
・・彼
ら
は

日
本
の
夜
明
け
を
感
じた
組
で
あ

る
。
私
は
夜
の
深
ま
り
を
醸じ
た
組

で
あ
る
。」
(「大
事
件
と小
事件
」)

し
か
し
肋
内
の
絶
劉
は
、を
の後
の

闘
争
の
大
衆
的
な
飛
り
あ
がり
の経
過

に
と
も
な
っ
て
、
急
曲
に
希望
に
か
わ

っ
て
い
く
.
竹
内
の
内
部
でド
レ
イ
で

あ
る
日
本
民
衆
の
晒
い
イメ
ージ
が
、

抵
抗
の
糟
神
に
め
ざ
め
た
自立
的
な日

本
民
衆
の
イ
メ
ージ
へ
とか
わ
って
い

っ
た
こ
と
を
、
こ
れ
は
一小して
い
る.

だ
か
ら
新
安
保
が
発
効
し
闘
争
が下
火

に
な
っ
た
時
点
で
、
「何
よ
り
も入
事

な
こ
と
は
、
人
民
の
抵
抗
の
精
神
が櫨

え
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て予
想
よ

り
そ
の
幅
が
ひ
ろ
く
、
根
が
深
いら
し

い
こ
と
で
あ
る
。
私
は
こ
の
一点
だ
け

で
大
勝
利
と
判
定
す
る
」
(
「な
ぜ勝

利
と
い
う
か
」
)
と
め
でた
く評
価
す

る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。当
時
わ
たし

は
こ
の
よ
う
な
評
価
は
に
げし
い違
和

感
を
抱
い
た
。
竹
内
の
い
う
「勝利
」

が
日
共
や
国
民
会
議
系
の
「勝
利
」

と
、
そ
の
モ
チ
ー
ソ
、
内
容
に
大
き
な

ち
が
い
が
あ
る
こ
と
は
感
得
で
き
な
が

ら
反
溌
し
た
。

既
成
の
前
衛
や
敵
覚
や
労
組
指
導
部

への
決
走
的
な
愛
想
づ
か
し
と
、
な
お

そ
れ
ら
の
影
観
下
か
ら
脱
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
大
多
数
の
労
働
者
へ
の
絶
望

が
、
竹
内
の
評
価
す
る
「人
民
の
抵
抗

の
精
神
」
へ
の
希
望
を
圧
し
つ
ぶ
し

た
。
「抵
抗
の
精
神
」
を
い
う
な
ら
、

勝
利
を
い
う
ま
え
に
ま
ず
み
ず
か
ら
敗

北
を
み
と
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
「抵

抗
の
糟
神
」
が
持
続
さ
せ
ら
れ
る
の
は

も
竹
内
は
い
う
。
民
衆
の
精
神
の
萢
命

な
く
し
て
擢
力
の
父
代
に
何
の
意
羨
が

あ
る
か
と
い
⊃
。
「抵
抗
」
に
し
ろ

「糟
神
革
命
」
に
し
ろ
、
そ
こ
に
は
竹

内
が
民
族
に
か
け
た
祈
り
に
ち
か
い
醐

望
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

祈
り
の
は
げ
し
さ
が
、
か
れ
の
㎡
価
を

で
た
曳
bせ
て
も
い
る
。

ー

ワ葦
ー

民
主
か独

裁
か

三

民
E
か
独
裁
か
、
こ
れ
が
唯
一

最
人
の
争
戸
で
あ
る
。
民
し
で
な
い

も
の
は
独
裁
で
あ
り
、
独
敦
で
な
い

も
の
は
民
r
で
あ
る
。
中
間
は
あ
り

え
な
い
。
こ
の
僻
一の
争
凪に
同
っ

て
の
態
度
決
だ
が
必
典
で
あ
る
。
そ

こ
に
久保
問
題
を
か
ら
ま
せ
て
は
な

ら
な
い.
」
(
「民
t
か
独
裁
か
」

五
月
三
一目
に
膚
か
れ
「図
酎
新

聞
」
に発
表
さ
れ
、
当
時反
智
を
呼
ん

だ
竹
内
の
状況
判
断
の発
想
が
こ
こ
に

み
ら
れ
る
。
こ
の発
想
は
、
発
想
とし

て
み
る
か
ぎ
り
で
も
、断
湾
的
で竹
内

独
狩
の
決
断
の
ひ
び
き
を
つよ
く
含
ん

で
い
る
だ
け
、
一層わ
か
りに
く
か
っ

た
。
ま
し
て
、
状況
判
断
とし
ては
上口

本
隆
明
が
い
う
「ほε
ん
ど了
解
を
こ

え
る
こ
と
が
許
ら
れ
て
い
る。
」

「羅
政
権
にょ
る
安保
単
独
採
決
か

ら
と
つ
ぜ
ん
独
裁
と
い
う概
念
が
と

び
だ
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
立
す

い

 

多の
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抵
抗
評
価
の

め
で
た
さ

昨
餌

末
に
牌

済
学
部

畏
に
就

任
さ
れ

た
岸
本

艇
太
郎

教
授
を

軽
済
宇

部
琵
¥

に
お
尋

ね
し
た
。
朝
の
陽
の
輝
き
、
部
屋
の
ぬ

く
も
り
、
整
然
と
し
た
部
屋
の
配
置
な

ど
と
八
に
早
春
の
渤
鮮
な
醸
し
を
与
え

た
。
先
生
は
中
老
の
細
面
の
端
鵬
な
面

y
、
顕
髪
に
は
も
う
日
い
も
の
が
見
え

Z
。経

済
学
都
と
油
済
研
究
所
と
の
同
の

}対
V
は
、
要

新
関
や
本
紙
で
も
と
り

あ
げ
ら
れ
た
が
、
新
学
部
畏
と
し
て
こ

の
問
題
と
絡
み
あ
わ
せ
て
の
抱
負
は

「1
学
鄙
と
研
究
所
の
一体
化
が
昭
ま

し
い。
学
協
と研
究
肋
と
の人
事
交
疵

を行
な
う
と
いう
設
立
当
初
の
趣
旨
に

沿
う
こ
とが
よ
い。
し
か
し
研
究
所
は

遭
った
方
同
に
遣
ん
で
し
ま
って
い

る
」
。そ
し
て、
こ
の
こ
とは
堀
江
前

学
壕
長
も
同じ
こ
と
でし
ょう
が
と
つ

け
加
え
ら
れ
た。
研
究
所
と字
都
問
の

問
題
は
、
ま
だ
解決
さ
れ
て
いる
とは

い
え
な
い
し
、
学
鄙
氏
とし
て
の仕
事

に
も
当
吠
介
入
し
て
く
る
が
、
なみ
な

み
な
ら
ぬ
択
意
の
ほ
ど
が
論
気
か
ら
う

窺
わ
れ
九
。
持
論
で
す
が
と
明署
きし

そ
の
信
じ
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な

い
も
の
は
、
闘
争
に
参
加
し
あ
る
い
は

ごれ
を
み
ま
も
っ
て
い
る
幾
千
の
日
本

人
を
奮
い
立
泥
せ
る
と
い
う
確
儒
でも

な
く
、
柵
力
に
衝
攣
を
あ
た
え
る
と
い

う
礎
鮎
で
も
な
か
っ
た
だ
う
つ
。
むし

て
規
行
の
入
学
滅砕
の
間
副
帽
、
改
茜

案
、
大
学
の
同
題
屑
(人
ソ
占
は
ト
コ

ロ
プン
式
に
押
し
出
さ
れ
る
)
な
ど
を

話
さ
れ
、
試
険
の
智
軍
に
も
紋
切
り
型

が
多
く
な
り
臼
↑
的
に
㌻
間
を
研
究
す

る
と
い
う
学
生
の
態
度
習
慣
が
な
く
な

って
い
る
と
掴
個
さ
れ
る
先
生
は
、
い

わ
ゆ
る
学
冤
ハ
ダ
の
与
者
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
戦
後
の
民
⊥
教
脅
を
受
け

た
も
の
を
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
る
か
と

い
う
話
顯
に
父
え
て
お
汚
を
う
か
が
う
一

と
・
戦
後
民
圭
霞
撃
の
鴇
効
「

経
た
人
の
み
が
珂
解
し
得
る
と
答
え
ら

れ
、
最
声
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「危
険
な

思
墾

の
墾

げ
・
れ
奪

曳

て
戦
後
民
主
王
戎に
刈
す
る
学
生
、
知

誠
人
の
認
滅
の
足
り
な
さ
と
、
高
舳
な

一犠
牲
を
払
って
得
た
民
主
主
義
を
、
大

学
で
の
社
会
科
学
な
。
、
人
轟

垂

9
の学
問
分
野
を
通
し
て
理
解
す
る
の

が知
識
人
の任
務
で
も
あ
る
と
隔
さ
れ

犬
。
同
時
に
学
問
の
探
究
と
い
う
こ
と

京都駅前食堂ビル開店!

焼 肉 ・中華料理 の

味覚 の殿堂

三ロー ス 焼 肉300円=

一中 華 料 理100円 より三
三ラーメン、飯子70円 三

N
時

時

翻

痴

管

、
州
.臼の
舞
脱
出
走

塁

懲

ω
㌔
占
昂

ー
み
出す
傾
同を
強
め
る
だ
一

〇
午

深

ろ
.と
胴
ダ
さ
れた
。

先
ケ
の
專
以
は社
会
思
想
史
か
ら
、

鵬
羅
螺
糊灘
観
藷
蒲
糊難
蟻

き
窺

在
・
舞

か
ら
旨

蕊

三

「三

と
ぞ

い
り
じ
や
る
の
で
あ
ろ

る
日
本
の
学
問
を
如
何
に
幼川
す
る
か

と
い
・2
づ
の
間
胆
、
日
本
の
学
問
の
㎜さ
れ
、大
学
に
あ
って
は
、
学
生
は
、
噂

ロ

リ

国
際
性
と
閉
鎖
性
を
ど
の
よ
う
に
止
揚

自分
自
身
を嬉
見
し
自
己
を
形
成
す
る

時
期
で
あ
る
こ
と
を
目甚

・
霧

花

し
て
い
ぐ
か
と
い
う
G
と
を
お
語
か
ら
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授
省
と
し
の
允
生
の
面
目
が
躍
如
と
し

てく
る
。

と
お
っし
ゃる
先
生
と
の
一十
分
間

.つ

.
学閻
は
共両
の遺
産
で
あ
る
と
ー
の
イ
ン
タ
当

,
は
、
学
問
に
つ
い

て
の
みと
いえ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、

学
究
よ
り
学
究
的
学
者
と
いえ
る
。

昭
和
十
二
年
泉大
法
卒
。
社
会
政
策

簡
、
労
働
経
済
論
.
展
山
田
身
。
(五

一

研
究
者
と
し
て
また
同時
に
学
問
の教
一十
一歳
。

係
で
あ
る
と
い
う
最
小
限
度
の
冨
識

が
こ
こ
で
は
奇
妙
な
泥
乱
を
し
め
し

た
。
竹
内
好
は
こ
こ
で
独
裁
と
い
う

概
念
と民
洗
と
い
う
概
念
に
冥
体
を

は
、
進
歩
的
文
化
人
の
議
会
主
義
を
守

れ
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
(ブ
ル
ジ

ョワ
)
民
主
主
義
の
擁
後
の
ア
ビ
ー
ル

に
吸
い
こ
ま
れ
て
機
能
す
る
こ
と
を
ま

安
保
に
賭
け
た

戦
後
民
主
主
義
の
意
味転換
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そ
こ
から
で
あ
る
。
か
って
竹
内
が
魯

迅
か
ら
ま
な
ん
だ
絶
望
は
、
い
ま
か
れ

が勝
利
とめ
で
た
く
評
価
す
る
て
い
ど

↓
の
「抵
抗
」
し
か生
み
え
な
い
も
の
だ

った
の
か。

安
保
圃
争
は
糟
神
の
雌
命
だ
った
と

る
概
念
と
し
て
民
上
主
義
が
と
び
だ

す
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
イ
は
独
裁
の
た

め
に
議
会
民
主
主
義
を
ひ
つ
よ
う
と

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
採
決
が
紳
士

的
に
お
こ
な
わ
れ
よ
う
が
暴
凝
的
に

お
こ
な
わ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
と
撫
閥

つけ
ずに
ひ
きま
わ
し
て
いる
。
」

(
「擬
制
の,翰
為」
)

省
本
の批
判
は
、
竹
内
の
状
況
判
断

.の
浴意
性
を
つ
いて
お
り
、
そ
の然
意

性
が
、闘
争
過
程
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ

一ギ
ー
の混
戦
のな
かで
、
け
っき
ょく

ー

ρ

家 川 博 薯

時 と人 を追って

末
川
さ
ん
を
民法

の
先
生
だ
と
ば
か
り

思
って
い
る
人
は
あ

る
ま
い
。
京
+へ教
授

・大
阪
商
大
(い
ま

市
市
穴
)
掌
長
を轡

て
、
戦
後
は
立命
館

大
学
総
長
と
、ふ
か

い
学
謡
の
う
えに
横

み
あ
げ
た
体
験
は
、
ひ
と
り
マン
モ

ス
学
園
β立
命
f
一万
学徒
だ
け
の

先
生
で
な
く
い
ま
は
"人
聞
の教

師
σ
と
し
て
、
万
人
の
ま
えに
並
っ

て
お
ら
れ
る
。

こ
の
密
は
そ
の先
生
の、
最
力六

七
年
間
に
新
閥
や
雑識
に
か
いた
随

蟻
や
感
想
を
類
別
射に
あ
つめ
た
も

の
、
第
一
は
戦
微
とく
に
や
か
ま

し
い
厚民
主
耐
と
いう
こ
と
に
つ
な

が
る
も
の
、何
が
い
った
い民
主
な

の
か
、
民
主
の
名
のも
とに
、
似
て

非
な
る
も
の
が横
行
し
て
い
な
い
か

.政
治は
十
八
世
紀
召
卿民
主
政
治

の
根
源
と
し
て
の民
睾
教
育
〃民

主
政
治
の
危
機
画以
下
"女
厨
の

呼
び
方
と
民
工主
義
4
ま
で
十
項

目
、
つ
ぎ
の教
育
関
係
の
も
の
と
が

本
欝
の中
心
であ
り
、
顕
目
だ
け
を

み
ると
か
た
いよ
う
だ
が
、
実
に
平

易
に
椎
に
も
わ
か
る
よ
う
港
か
れ
て

い
る
。

第
二は
教
育
関
係
の
も
の
で
、
い

ま
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
期
待
さ
れ

る人
間
像
`
か
ら
は
じ
ま
って
"私

の人
遣
り
σ
"二
十
一世
紀
に
つ
な

が
る
胃
年
醒
厚未
来
に
生
き
る
希
劉

に
燃
え
て晦
か
ら
"大
学
の
自
治
・

定
年
・名
誉
教
授
8
ま
で
十
四
項

目
、
示
陵
に
とむ
好
文
字
が
い
っぱ

い。第
三は
そ
の時
ど
き
の
随
感
や
、

思
い
つ
い
た
小

幽轄璽越
話
な
ど
.大
災

と
人
災
`
は
最

近
夕
張
り
炭
坑

の
爆
発
で
シ
ョ

ック
を
う
け
た

直
後
な
の
で
、

ま
ず
第
一に
読

ま
さ
れ
た
。
つ

ぎ
の
。横
が

き
文
嘗
`
で
、

思
わ
ず
破
顔
一

災
。
私
も
よ
く

入
洛
す
る
青
年

に
猷
す
の
で
あ

る
が
、
市
電
の

安
全
魁
帯
の
標
誠
が
"な
る
ほ
ど
織

物
の
κ都
じ
ゃ
帯
地
全
く
安
い
か
8

か
ら
、
嵐
堀
冷
線
に
あ
る
"ロ
シ
ヤ

の
恋
歌
"
は
厚か
い
こ
の
や
し
ろ
2

ま
で
、
ご
存
知
な
の
に
は
驚
い
た
。

第
四
は
ノ
駅洛
生
活
半
世紀
4
で

三
鼠の
あ
さ
・ひ
る
・ぱ
ん
4
9京

の
春
と
私
4
∬京
の
座
4
か
ら
"歩

け
る
道
が
ほ
し
い
4
ま
で
十
頂目
、

半
世
紀
に
移
り
変
わ
の
.只
の
風物
を

え
が
く
ゆ
た
か
な
詩
情
を
た
た
えた

も
の
〃節
分
の
に
ぎ
わ
い
凸
で
は
、

で
も
,新
聞
と私
の半
世
紀
ゐ
は
、

あ
の
雑
踏
に
も
ま
れ
て
夜
店
を
眺
め
わ
れわ
れ
に
と
っ
て
面
白
い
も
の

な
が
ら
、
占
田
神
社
の
参
遵
を
あ
る

疹も
う
一人
私
が
いた
ら
'
も
新
聞

く
先
生
の
湯
給
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ

に
関連
し
た
も
の、
も
し
金
が
あ
っ

厚だ
が
、
こ
ん
な
に
群
を
な
し
た
お

た
ら
、
こん
な
耕
聞
を
つく
り
た
い

お
ぜ
い
の
人
剛
が
め
い
の
個
性
を
没

と
、新
聞
へ
の夢
を
崩
って
いる
。

却
し
て
、
洗
れ
る
よ
う
に
動
い
て
い

私
の
旧詠
に
厚いも
の
つる
余
が
ら

る
光
景
を
な
が
め
て
い
る
と
、
私
鵬

も
う
まし
b
のく
う
物
を
た
う
べ
て

身
そ
の
群
の
な
か
で
勤
い
て
い
る
こ

い
のち
つ
なぐ
我
れ
は
直
と
いう
の

と
に
あ
る
快
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、

が
あ
る
が、
先
生
も
ま
κ
塑カ
ボ
チ

な
お
何
と
な
く
わ
ぴ
し
く
も
さ
び
し

ヤ
の
花
を
た
べ
てる
戦
中
職
後
を
す

く
も
懸
じ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
が
わ

ご
さ
れた
.
よ
く
ま
あ
今
日
ま
で
生

き
あ
が
って
き
た
の
で
あ
る
。
い
わ
き
ら
れた
も
のだ
と、
先
生
と
とも

の

ば
人
間
性
を
合
定
さ
れ
た
人
た
ち
の

にイ
ノ
チ
冥加
を
祝
福
し
た
い。

集
団
が
、
何
か
に
と
り
つ
か
れ
た
か

こ
の酋
ど
こか
ら
醜ん
で
も
よ
い

の
よ
う
に
、
あ
て
ど
も
な
く
放
浪
し

が
山
口県
の
農
村
の
一育
勾
、
今
日

て
い
る
姿
が
浮
か
ぶ
か
ら
で
あ
る
π
、
,人
聞の
教
師̀
に
ま
で
成
長
す
る

の
と
こ
ろ
で
"人
聞
未
川
`
の
別
の
人
間
形成
の
径
路
を
知
る
た
め
に
、

一面
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
私
も
"京
私
は
こ
の第
六
の
いく
つ
か
の
県
を

住
み
霞
す
で
に
四
十
年
、
と
く
に
同

まず
読
むの
が
よ
いと
思
う
。
三
高

感
・共
鴫
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
在
学
一耳
で
、
ひ
と
た
び
学
を
廃
し

た
。

て
旧里
に
帰
省
し
、
そ
こ
で
何
を
な

第
五
は
人
物
ア
ル
カ
ルト
で
、河

や
み
何
を
さ
と
った
か
、
わ
か
い
字

上
先
生
を
は
し
め
岡村
先
生
、
田村

徒
に
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
目

先
生
、
滝
川
先
生
か
ら変
った
と
こ
も
あや
な
万
華
鏡
の
よ
う
な
こ
の
一

ろ
で
は
右
川
啄
木
ま
で
、な
か
でも

雷
、
時
と
人
を
過
う
て
と
あ
る
け
れ

哲学
の
田
辺
先
生
が末
川
家
の庭
に

ど、
先
生
は
欝
に
時
の
一歩
ま
え
を

移
し
鐘
え
ら
れた
ア
ジ
サ
イ
・ζ
フイ

歩
いて
お
ら
れ
る
。
あ
れ
よ
ー
あ
れ

ラ
ッ
ク
は
、
そ
の人
な
き今
も
花
を

よ
ー
と
見
て
い
る
う
ち
に
高
踏
璃
涯

咲
か
せ
て
あわ
れ
は
ふ
か
い。
徽
者

し
て
し
ま
わ
れ
て
は
閤
る
。
い
つ
ま

の
恩
人
光
田健
糊博
士
も
出
て
く
る

で
も
大
衆
の
一疹
ま
え
と
い
う
比
距

し
厚スジ
ガ
系
のは
い
った
評
伝
4

離
に
あ
りて
、
よ
く
指
導
者
で
あ
っ

は
、大
内
博
土
の再
「高
い
山
」
の

て
も
ら
い
た
い
。

夙
がわ
わ
り
な
潜
評
で
も
あ
る
。

(四
'ハ版
三
白
余
ペ
ー
ジ
・四
八
Q

第
六
は体
駿
ヒ(や
回
顧
錬
で
,ふ

円
・
世
界
思
想
社
81
)
(京
大
新

るさ
と
の
山
と川
4
"わ
が
肖
春
置

聞
顧
闘
)

p歩
ん
だ道
の囲
顧
`
な
ど
、
な
か

ぬ
か
れ
な
か
った
限
界
の
指
摘
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
一力
で
ゴn本
は
竹

内
が
「民
上
」
と
い
う
こ
と
は
に
こ
め

た
「国
家
縦
力
に
た
い
し
て
日
本
の
大

衆
が
自
己
机力
の
自
嘱
を
も
って
い
な

い状
態
か
ら
の
脱
出
の
慧
駄
」
を
救
い

上
げ
て
い
て
、
先
の
批
判
と
の
釣
合
は

と
れ
て
い
る
。

ニ
ニニ　ニ
ニ
ニ　　ニニ

リロロニ

ニ
コニニ
ニロニニ
リニ
ロ

原
体
験
か
ら
の

鶴

一曹

=一=ニ
ニ
=二
盟=
==
一
=

,
=
馴F;
一=
一F;

現
実
の
状
況
と
つ
き
あ
わ
し
κと

き
、
竹
内
の
「独
裁
」
と
「民
セ
」
の

概
念
の
溶
意
性
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
内
的
モ
チ
ー
フ
か
ら
み
る

と
き
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
こ
め
た
竹
内

の
思
烈
の
笑
践
性
は
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ

力
を
も
って
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「民

主
か
独
裁
」
か
と
い
う
竹
内
の
闘
題
提

起
の
認
誠
論
上
の
あ
や
ま
り
を
い
か
に

あ
げ
つ
ら
って
も
、
竹
内
を
つ
き
呵
か

す
こ
と
が
で
き
ず
、
竹
内
の
囚
心
の
思

想
の
根
源
に
猜
い
っぽ
ん
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
憲
昧
し
て
い
る
。

つ
ま
り
竹
囚
の
「駅
体
験
」
「原
哲
学

」
と
い
う
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
存
在
の
鳳

か
ら
、
叫
ぷ
よ
う
に
「民
主
か
独
裁

か
」
と
現
実
を
裁
断
し
た
の
で
あ
る
。

「民
主
か
独
裁
か
と
い
う
私
の
問
題

定
立
が
ま
ち
が
って
い
る
と
か
、
フ

ァ
シ
ズ
ム
の
冠
義
が
ナ
ン
セ
ン
ス
だ

と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
答

え
る
に
は
大
変
な
時
間
と
労
力
が
い

る
。
恥
曲
に
い
っ
て
、
私
は
ど
ち
ら

で
も
か
ま
わ
な
い
。
学
問
的
に
ま
ち

、が
っ
て
い
て
も
か
ま
わ
な
い
。
た
だ

人
民
が
一展
も
樒
利
胃
凸を
発
し
な

い
国
で
、
そ
の
囚
白が
何
で
あ
れ
、

ど
う
や
っ
て
社
会
壇
革
が
で
き
る
か

を
批
判
占
た
ち
に
反
問
し
た
い
。」

(「な
ぜ
勝
利
と
い
う
か
」)

定
義
や
囚
唐
は
と
う
で
も
か
ま
わ
ぬ

日
本
人
民
に
抵
抗
榔
の
樹
ヴ
こ
そ
眼
目

で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
だ
が
、
じ
じ

つ
と
し
て
竹
内
は
「民
主
」
と
い
う
シ

ン
ボ
ル
を
え
ら
び
「独
裁
」
と
い
う
シ

ン
ボ
ル
を
え
ら
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か

も
竹
内
は
疑
主
土
義
と
い
う
こ
と
ば
が

き
ら
い
で
、
戦
後
ほ
と
ん
ど
民
主
‡嚢

を
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

上
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
「戦
後
民

主
工
競
」
は
伺
も
の
に
も
初
束
さ
れ

ず
、
何
も
の
に
も
命
令
さ
れ
ぬ
自
由
な

「尿
人
肖
(ウル
メ
ン
シ
轟)」
と
い
う

竹
内
の
原
鱈
学
か
ら
す
れ
ば
、
束
ば
く

だ
った
。
柵
力
が
あ
た
え
か
「民
主
主

義
」
を
、
個
の
囚
側
に
生
か
少
き
っ
か

け
は
、
梶
力
じ
し
ん
が
「民
㌻
主
潤
」

を
ふ
み
に
し
る
と
い
う
「3エ
・
.九
ク

ー
デ
タ
ー
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
。
上
か

ら
あ
た
え
ら
れ
た
「民
主
⊥
縄
」
は
麿

焉
し
、
東
ば
く
は
解
か
れ
た
。
こ
の
瞬

岡
こ
そ
戦
後
の
「民
士
土
義
」
を
意
味

転
換
に
利
川
す
る
機
会
だ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
、
竹
囚
の
「原
哲
学
」

と
「民
主
」
の
ン
ン
ボ
ル
は
凸
合
し
冗

の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
抵
抗
の
仕

方
を
竹
内
は
戦
争
期
の
体
晩
か
ら
耐
得

し
、
ほ
と
ん
ど
恵
罐
下
に
諮
梗
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
「喝
代
の
超
屯
」
で
、

国
家
樫
力
の
陀
争
の
川い想
を
、
保
田
与

亜
郎
の
h
未
、咄を
利
川
す
る
こ
と
に
よ

って
、
民
衆
の
内
鄙
で
意
妹
転換
せ
し

む
る
「抵
抗
」
が
つ
い
に
蹟
幽
に
お
わ

った
こ
と
を
竹
内
は
い
っ
た
が
、
竹
内

に
と
って
女
保
闘
争
は
こ
の
戦
中
に
挫

折
し
κ
抵
抗
の
尿
イ
メ
;
ジ
を
現
災
に

試
す
忌
想
の
冒
険
で
も
あ
っ
た
。

ち
ニ
　ニニ
ニニ
ロニ　

伝
統
を
か
い

く
ぐ
る
思
想

鴨=
一璽二一一[==
一一

一一一

国
嬢
耀
力
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
矧
念
を

民
衆
の
内
如
か
ら
感
昧
私
換
せ
し
む
る

機
会
と
い
う
こ
と
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

イ
戦
線
の
配
糾
も
た
ぶ
ん
』
「班
代
の

超
克
」
論
護
に
似
て
い
尤
と
い
え
る
。

た
と
え
ば
、
概
念
の
燃
慧
に
カ
テ
ゴ
リ

イ
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
で
、
空
論
の
ス

ト
ソ
ク
を
ひ
と
つ
増
や
し
た
に
す
ぎ
な

い
京
都
学
派
と
、
民
主
主
燕
と
い
う顔

念
の
熱
意
に
お
の
れ
の
革
命
国
幻
想
や

政
策
的
犠

を
従
属
さ
せ
た
日
共
や、

西
欧
削
循
民
と
い
う
費
{.琳を
そ
こ
へ
ぶ

ち
こ
ん
だ
㎡
民
⊥
我
者
、
民
屯
主
義派

の
又
化
人
と
が
、
う
り
ふ
た
つ
で
あ
る

と
い
う
よ
・つ
に
。
し
か
し
、竹
内
が
そ

れ
ら
の
琉
派
の
中
で
究
橡
に
孤
V
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
目
立
的
な
思
想
者
で
あ
り

え
た
の
は
、
か
れ
ら
と
ち
が
っ
て
、
「

民
⊥
」
と
い
う概
念
の
瀬
漁
に竹
内
と

い
う
自
然
存
孔
を
従属
さ
せ
て
た
じ
ろ

が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「民
⊥
」

は
「原
人
間
」
の
イ
メ
ージ
で
あ
り
、

「自
由
」
で
あ
っ
た
。

「…
実
は
ル
ソ
オた
ち
は
、
理
想
や

正
義
や
、
あ
る
い
は愛
や
に
く
し
み

や
、
執
念
や
憎
悪
の
ため
に
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
自
分
の身
を
も
あ
た
え

か
ね
な
い
ば
か
らし
さ
を
醐
守し
て

い
た
の
で
あ
る
。
で
なく
て、
何
で

革
命
が
、
た
だ
で行
なわ
れ
るも
の

で
な
い
。
藁大
法
学部
を中
心
とし

て
生
れ
た
日
本
民主
土
鋭
者は
、
ル

ソ
オ
を
㍑
む
こ
と竹
内
よ
り
は
は
る

か
に
深
い
で
あ
ろ
うが
、
彼
ら
が
読

ん
だ
の
は
ば
か
ば
かし
く
な
い
ほ
う

の
ル
ソ
オ
で
あ
った
ろ
う。
そ
し
て

竹
内
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
た
だ
で

一

一身
を
与
え
る
かも
し
れ
ぬ
人
間
で

あ
る
。
こ
う
い
う
人
闘
に
は
、
あ
や

よ
り
が
多
い
」
(村
上
一
郎
「竹
内

好
私レ
」
「日
本
の
ロ
ゴス
」
二
三

七
ペ
ー
ジ
)

一一
お
そ
ら
・
、
竹
内
は
か
れ
の
暮

の

根
源
を
「民
ギ
」
と
い
う概
念
に
賭
け

か
れ
の
個
の
囚
奥
の
摺
想
が
「民
t
」

一糞
罐
饗
藻
購

の
あ
ま
り
の
楽
大
的
な
観
洲
に
お
い
て

あ
や
ま
,
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
竹
内

.は
「民
i
」
に
「た
だ
尊
一身
そ
あ
た

え
る
」
決
断
に
お
い
て
あ
や
ま
り
を
融

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦

時
中
の
「科
迅
」
以
来
、
一員
し
て
も

ち
つ
づ
け
た
か
れ
の
抵抗
の
耐
神
の
叫

び
が
、
そ
れ
じ
た
い
の
シ
ン
ポ
ル
と
し

た
「民
主
」
の
埋
念
を
糾
鷺
さ
せ
の
り

超
え
て
ゆ
く
必
然
を
は
ら
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
過
程
に

は
幾
血
も
の
屈
銚
が
あ
り
、
の
り
超
え

が
終
末
苗
識
へ
い
っ
き
ょ
に
流さ
れ
て

ゆ
く
う
れ
い
も
な
くは
な
い。
し
か

し
、
そ
の
う
れ
い
は
土
穂
の
精神
が
み

ず
か
ら
と
た
た
か
っ
て碧
想
形成
し
て

いく
過
程
に
ぶ
つ
かる
不
可
焼
の難
関

であ
る。
こ
こ
に、
「伝
統
」
を
か
い

く
ぐ
る居
想
のた
た
か
い
のむ
ず
か
し

さ
を
お
も
う
の
であ
る。

(完
)

團
東
大

五
月
祭

の
日
程
決
ま
る

園
因
二顛
.牌
繍
雑

開
かれ
、
五
月
二十
一日
から
の
三
日

聞
今年
の五
月
祭
を行
う
こ
とを
決
定

し
κ。
去
年
閥
題
とな
った
統
一テ
ー

マ
甚本
方
針
は学
協突
行
お員
会
、
一

般
学
生
の意
同を
充分
に
尊
嘔し
て
決

定
す
る
こ
とに
な
った
。

また
小
津
委
員
長
か
一りの
常
任
牽

員
会
とし
て全
国
学
生
文化
会
議
への

参
加提
案
は
、
再
建
全
学
運と
の関
係

で、
資料
不
月
とし
て
由論
さ
れ
な
か

った
。

(東
大
斬閥
二月
二
十
二日
号
か
ら
)

匡

固

懸賞小説締切日近づく

す
で
に
叡
回
の社
告
を

認
薪
醗
藍

　

聯
質
小
"の
界
集
を行
な
,

っ
て
い
ま
す
。
対
象
は全

囚
の
大
学
の
譜
元姉
です

が
、
締切
日
は
三
月
の末

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、
数
多
く
の意
欲

的
な
作
品
が
瀞
せ
bれ
る

の
で
す
が
、
ど
うし
た
こ

と
か
今鉢
は
応
券
乱
が
非
砺
に
少な
い

状
態
です
。
規
定
によ
る
と、
あ
と十

数
日
を
残
す
の
み
とな
って
お
り
、
応

学

蛋
箪

急
に
禁

・
、皆
れ
三

こ
とを
期
'付し
て
いま
す。

京
都
大
学
新
聞
社

490門3届 ほ
スープ、フィッシュ、アン ト

ル、野菜サラダ、デザー ト、

呪バンそしてコーヒー
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卒業生の皆さまは母校の諸動向を知り、新しい社会と大学の架橋に
新入生の皆さまは独自の思想形成と厳しい状況へのアブローチの方法論確立のため
に受験生の皆さまは最新の受験ニユース、受験ガイド等による入試案内に
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購
読
の
お
す
す
め

●

,

戦
後
日
本
の
交
化
、
政
治
、
経
済
の
諸
情
勢
は
私
達

の
周
囲
に
あ
つ
て
、
混
迷
の
ま
ま
渦
巻

い
て
い
ま

す
。
毅
し
い
墓
軸
と
、
よ
り
根
源
的
な
発
想
の
基
盤

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
今
日
の
状
況
で
す
。
私
達

は
そ
の
中
で
読
者
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
意
識
的
な
問
題
提
起
を
な
し
、
模
索
し
て
い
ま

す
。

購

読

申

込

書

次
の
通
り
京
都
大
学
新
聞
の
購
読
を
申
し
込
み

ま
す
。

※
金
額

※

(最
近
号
よ
り
第

一
年
分

四
五
〇
円

三
年
分
口
、
二
五
〇
円

円

※
購
読
期
間

号
よ
り
)

、
一年
分

八
五
〇
円

四
年
分
一
、五
五
〇
円

但
し
郵
送
の
方
は
〒
料
と
し
て
一
年
に
つ
き

五
〇
円

追
加

送
り
先
の

※
氏

名

※
佳

所

※
学
校
名
、
勤
務
先

昭
和

年

月

日

(切
り
取
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。
身
体
検
査
日
は
学
内
で
愛付
け
ます
。
)

448

嶺


